
･ 

   

重点目標③ 健康や体力をはぐくむ教育の充実 

 
 自他の健康・安全についての実践力や体力の向上を図り、 

生涯にわたって運動・スポーツに親しみ、明るく豊かな生 

活を営む態度や資質を育成します。 

 

  
第２章 「めざす子どもの姿」を実現するための重点 第２章 「めざす子どもの姿」を実現するための重点 第２章 「めざす子どもの姿」を実現するための重点 第２章 「めざす子どもの姿」を実現するための重点 
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第２章「めざす子どもの姿」を実現するための重点 
重点③ 健康や体力をはぐくむ教育の充実 

 

第２次四日市市学校教育ビジョン「重点③－１ 健康教育の推進」 
 
 

１ 健康教育の推進  

◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい 

心身の健康の保持増進を図るために、必要な知識を習得させ、健康・安全を適切に自主

管理する態度を育てます。子どもの時期から規則正しい生活を身につけさせ、病気から身

体を守り、心身ともに健康な体を養います。 

 

◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 

 学校保健委員会は、自校の健康課題解決に向けて共に考える場として、各校で定期的に

開催されています。会の構成員として、教員とともに学校医・学校歯科医・学校薬剤師（以

下、学校三師）、保護者などが出席します。 

保護者の参加は全校数の８８．３％と高くなっています。そのうち６２．３％の学校で

は、参加した保護者と意見交換するなどの協議の形態をとっています。 

地域の方の参加が２２％の学校にとどまったことなどから、上記取り組み指標における

充実度は低くなりましたが、学校三師の参加が、平成２６年度よりも１０％の学校で増加

しており、協議内容の充実につながっています。学校三師からの専門的な話は、参加者の

健康課題への意識を高めるとともに、その具体的な改善方法等の工夫を知ることが、実践

意欲を高めることになる等、たいへん効果的です。 

しかし、保護者の参加が少ない学校では、委員会での協議内容等が各家庭へ広がりにく

く、家庭や地域の支援につなげていくことが、今後の課題となっています。 

取り組み指標 
実績値 

（平成２５年度） 

実績値 

（平成２６年度） 

実績値 

（平成２７年度） 

目標値 目標値 目標値 目標値 

（平成２７年度）（平成２７年度）（平成２７年度）（平成２７年度）    

学 校 保 健 委 員

会の充実度 
４７ .６％ ６３.３％ ５５.０% 100％ 100％ 100％ 100％ 

取り組み指標…小中学校における「学校保健委員会の充実度」とし、以下の４項目

について評価しています。 

（１）次の４項目について評価  

評価項目  点数（２点） 点数（１点） 点数（０点） 

①  活動回数 ２回以上 １回  ０回  

②  家庭との連携  協議に参加 参観程度 参加なし 

③  地域との連携  協議に参加 参観程度 参加なし 

④  学校三師との連携  参加あり 事前の助言あり 参加なし 

（２）点数により総合的に評価  

・点数によって次の４段階に分ける 

４（８、７点）、３（６、５点）、２（４、３点）、１（２、１点） 

・段階が「３」以上である学校の割合を指標とし、目標を１００％と設定する 

  ※注釈：平成２７年度から、学校三師の知見の活用が、学校保健委員会の充実度

と関係すると考えられることから、評価項目を変更した。（活動の効果→

学校三師の参加） 
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重点③ 健康や体力をはぐくむ教育の充実 

 

第２次四日市市学校教育ビジョン「重点③－１ 健康教育の推進」 
 
 

健康教育の充実 健康教育の充実 健康教育の充実 健康教育の充実 

 健康教育については、保健の授業（小学校は保健領域、中学校では保健分野）はもとよ

り、関連する教科や特別活動等で、それぞれの特質や各学校の子どもの実態に応じた指導

に努めています。 

 

 【保健の授業（小学校は保健領域、中学校では保健分野）】 

第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 第１学年 第２学年 第３学年

・毎日の生活と健康 ・育ちゆく体とわたし
・けがの防止

・心の健康
・病気の予防

・心身の機能の

発達と心の健康

・健康と環境

・傷害の防止

・健康な生活と

疾病の予防

（４時間程度） （４時間程度） （８時間程度） （８時間程度）

小学校保健領域 中学校保健分野

（３年間で４８時間程度）
 

                           ＜学習指導要領解説より＞  

【外部講師による指導例】 

・ 薬物乱用防止教室（学校薬剤師による「くすりの正しい使い方教室」を含む） 

・ ＹＥＳnet（※）出前授業（「心の健康」について） 

・ 学校歯科医・歯科衛生士等による「歯と口の健康教室」 

・ 学校保健委員会での、学校三師からの講話または助言  

・ 保健所職員による性感染症予防に関する出前講座  

                 ※四日市早期支援ネットワークの略（P１０５参照） 

【その他】  

・ 集団または個別保健指導 

（指導内容例：歯科保健、生活リズムの確立、感染症予防、けが・病気の予防等） 

  ・ 消防本部所有の消防関係資機材（心肺蘇生練習用品等）を利用した授業実践 

・ 日常的な場面における健康の保持増進に関する指導 

 

◆ 今後の方向性  ◆ 今後の方向性  ◆ 今後の方向性  ◆ 今後の方向性  

○ 学校保健委員会の開催日時のテーマの設定、開催通知の掲載内容の工夫等を適切に

行うことで、家庭・地域の方の参加を増やし、子どもの健康課題解決に向けてさらに

連携を深め、健康教育の推進を図っていきます。 

○ 学校保健委員会の様子を、通信や学校 HP 等を利用して保護者や地域の方に知らせ

るとともに、繰り返し学校保健委員会の意義の周知を図っていきます。 

○ 健康教育については、教科における保健学習や総合的な学習の時間・特別活動等と

関連を図り、年間計画に基づいた指導をしていきます。 

○ 健康教育については、計画の段階から学校三師との連携を深め、必要に応じて専門

機関や関係機関とも連携し、指導の充実を図っていきます。  
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第２次四日市市学校教育ビジョン「重点③－２ 体力の向上」 
 
 

２ 体力の向上 

◆ ねらい  ◆ ねらい  ◆ ねらい  ◆ ねらい  

子どもの時期から運動・スポーツに親しませることで身体的能力の基礎を養い、健康の

保持増進のための実践力と体力の向上を図ります。 

◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 

○ 全国体力・運動能力、運動習慣等調査の実施 ○ 全国体力・運動能力、運動習慣等調査の実施 ○ 全国体力・運動能力、運動習慣等調査の実施 ○ 全国体力・運動能力、運動習慣等調査の実施 

市内全小学 5年生と中学 2 年生を対象に実施し

ました。 

総合評価※ が 上位 ３段階（Ａ～Ｃ） の児童生徒

の割合は、7４ .２％でした。 

総合評価が上位３段階の児童生徒の割合につい

ては、中学 2 年生女子はほぼ全国平均と同等でし

たが、中学 2 年生男子は全国平均を上回りました。 

小学校では男女とも全国平均は下回っています

が、全国平均との差は小さくなってきています（下表）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取り組み指標 
実績値 

（ 平 成 ２ 5 年 度 ）  

実績値 

（ 平 成 ２ 6 年 度 ）  

実績値 

（ 平 成 ２ 7 年 度 ）  

目標値 目標値 目標値 目標値 

（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）  （ 平 成 ２ ７ 年 度 ）  （ 平 成 ２ ７ 年 度 ）  （ 平 成 ２ ７ 年 度 ）  

運動能力 ･体 力向上の た め の

推進プログラム活用に関する

担当者研修会の実施回数  

年１回実施  年１回実施  年２回実施  年２回実施 年２回実施 年２回実施 年２回実施 

体力テスト調査種目と体力要素  

握    力 …筋力 

上体起こし …筋パワー・筋持久力 

長座体前屈  …柔軟性  

反復横跳び  …敏捷性  

シャトルラン（持久力）…全身持久力 

５０ｍ 走  …疾走能力 

立ち幅跳び  …筋パワー・跳躍能力 

ボール投げ  …巧緻性・投球能力 

※ 総 合 評 価…各種目 の結果を も と に点数化

し 、 そ の 合計得点に よ っ て 上位Ａか ら下位

Ｅま での ５段 階 で評 価を し たも の。  
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48

50

52

54

56

58

H25 H26 H27

四日市市 三重県 全 国

66

68

70

72

74

76

H25 H26 H27

四日市市 三重県 全 国

38

40

42

44

46

48

50

52

H25 H26 H27

四日市市 三重県 全 国

調査項目（前頁）別では、特に小学生の「上体起こし」「立ち幅跳び」「ソフトボール

投げ」、中学生の「握力」「持久走」、小・中学校ともに「５０ｍ走」の数値が全国平均

より低くなっています。日常における走・投・跳の運動と、筋力を高める運動の経験が

不足していると考えられます。 

また、「運動（体を動かす遊びをふくむ）やスポーツをすることは好きですか」と

いう質問項目において、「好き」と回答をした児童生徒の割合は、平成 25 年度は小中

学校ともに全国平均を下回っていましたが、平成 27 年度においては全国平均と同等

または上回る結果となりました。従って、本市の子どもたちは運動に対して肯定的に

感じていると捉えることができます。 

子どもたちの運動やスポーツへの意識の向上を図ることが、体力向上と大きく関係

していることから、今後も、子どもたちの運動意欲を高める環境づくりや、体育の学

習の充実を継続的に行っていくことが必要です。 

 

【「運動（体を動かす遊びをふくむ）やスポーツをすることは 

好きですか」において、「好き」と回答をした児童生徒の割合】 

 小 5 男子            （％）   小 5 女子            （％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 中２男子            （％）   中 2 女子            （％）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○ 体力調査結果を踏まえた授業の工夫改善 ○ 体力調査結果を踏まえた授業の工夫改善 ○ 体力調査結果を踏まえた授業の工夫改善 ○ 体力調査結果を踏まえた授業の工夫改善 

・ これまでの体力調査の結果から、小学校での取り組みの充実が課題となっています。

子どもたちに「つけたい力」を明確にした授業を大切にし、体力向上に向けた取り組

みの充実に努めています。 

52

54

56

58

60

62

64

66

H25 H26 H27

四日市市 三重県 全 国
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第２次四日市市学校教育ビジョン「重点③－２ 体力の向上」 
 
 

・ 授業はじめの５分間運動に積極的に取り組み、運動量の確保と運動の質を保障する

とともに、小学校 6 年間、中学校 3 年間を見通したカリキュラムの見直しを図ってい

ます。 

・ 授業はじめに本時のめあてを提示し、授業の終わりには本時で学んだことを振り返

る活動を盛り込んだ授業の工夫改善を推進しました。 

 

○ 運動機会の拡充、運動の習慣化○ 運動機会の拡充、運動の習慣化○ 運動機会の拡充、運動の習慣化○ 運動機会の拡充、運動の習慣化  

   体育の授業や休み時間、業間や放課後等に、子どもが体を動かす機会を拡充し、自ら

主体的に運動に取り組めるよう、環境整備を図っています。 

 （取り組みの例） 

三重北小学校の取り組み 

 
（※）三重北チャレンジパークとは 20 分休みに委員会が考えた外遊びを全員で取り 

組んだり、個々が遊びを選んで取り組んだりできるようにしたもの。 

    

 ○ 体力調査の取り組みの充実 ○ 体力調査の取り組みの充実 ○ 体力調査の取り組みの充実 ○ 体力調査の取り組みの充実 

  ・ 子どもたちが持っている力をすべて発揮できる               

ように、正しい測定の方法や調査種目につながる

効果的な運動のあり方についての実技研修会を開

催しました。 

・ 子どもが自分の体に関心を持ち、自ら体力向上                

への意識を高めるために、「私の成長記録(※ )」等
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第２次四日市市学校教育ビジョン「重点③－２ 体力の向上」 
 
 

を活用し、記録の伸びが子ども自身や保護者へも分かるようにはたらきかけていき

ます。  

  

   ※私の成長記録・ ・体力 調査 の結果 数値をグラフ化し 、視覚的に一目で自分自身の強みや弱み

が分かり、経年での体力の変化を見ることができるシート。 

    

○ 体力向上に向けた指導者の意識の向上 ○ 体力向上に向けた指導者の意識の向上 ○ 体力向上に向けた指導者の意識の向上 ○ 体力向上に向けた指導者の意識の向上 

  ・ 小学校体育科研究協議会（小体研）、中学校保健体育科研究協議会（中保体研）と

連携をした実技研修会を行い、体力向上に関して指導者の意識が高まるようにしま

した。 

・ 体つくりに関わる校内研修会を実施するなど、校内での研修の充実を図っていま

す。         

 

○ 四日市市運動能力・体力向上推進委員会 ○ 四日市市運動能力・体力向上推進委員会 ○ 四日市市運動能力・体力向上推進委員会 ○ 四日市市運動能力・体力向上推進委員会 

 ・ 平成 23 年度から本委員会を設置しました。子どもたちの体力・運動能力等の現

状を把握し、体力の向上に関わる有効な実践及び環境づくり等の取り組みについて

研究を行い、情報発信を行っています。 

・ 平成 24 年度には小学校における体育の授業・指導の改善を重点取り組みとして、

「授業始めの 5 分間運動」と「小学校体育科実践事例集」を配布し、平成 25 年度

には中学校版の「5 分間運動」を配布しました。平成 2６年度には「小学校 5 分間

運動パート 2」の内容を検討し、平成 2７年度に配布しました。 

  また、小学校には、体育科の授業づくりのための副読本を配布しました。 

◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 

○ 子どもたちが運動する機会を増やし、体を動かす楽しさや喜びを味わうことで、運

動への意欲が高まると考えられます。そこで、生涯にわたって運動に親しむ子どもを

育てる体育科・保健体育科の授業の充実を目指します。 

○ 子どもたちが日常的に運動や運動遊びに親しむことができるよう、休み時間等を活

用し、全校での運動や運動遊び等を、年間を通して計画的に実施できるように、はた

らきかけていきます。また、掲示物やカード等を用いての遊びの紹介を行い、子ども

が意欲的に運動遊びに親しめるよう、環境整備に努めます。 

○ 子どもや保護者が体力の状況を把握することで、成長の喜びを感じ、生涯にわたっ

て運動に親しむ姿につなげられるよう、また、各校において体力向上に向けた目標設

定や取り組みの指標を設定できるよう、新体力テストの経年実施を目指します。 

○ 運動やスポーツへの関心を高め、「する、みる、支える」などの多様なスポーツとの

関わり方を楽しめるよう働きかけていきます。 
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※ 四 日 市 市 在 籍 ・兼 務 状 況 （H27）栄 養 教 諭 ・・・・・・・在 籍 13 校   兼 務 ・担 当 ・・・小 21 校  ・ 中 20 校  

                       学 校 栄 養 職 員 ・・・在 籍  4 校   兼 務 ・担 当 ・・・小  0 校  ・ 中  2 校  

３ 食育の推進    

◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい 

正しい食事のあり方や望ましい食習慣を身につけ、食事を通して自分の健康管理を行う

態度を育てます。また、地場産物である食材に関心を持ち、食や食にかかわる人への感謝

の念や地域への愛着を育てます。 

中学校には栄養教諭等が配置されていないため、小学校に配置されている栄養教諭等が

中学校に出向き、食育を推進している現状があります。栄養教諭等がかかわる食育の授業

の実施について、中学校では目標値に達しなかったものの、多くの学校で取り組みが進ん

でいます。 

◆ 現状と課題◆ 現状と課題◆ 現状と課題◆ 現状と課題  

○ 学校教育活動全体で行う食に関する指導 

地域性や特色を盛り込んだ「食に関する指導の年間計画」を、各校園ごとに作成して

います。小中学校においては、全体計画を踏まえた効果的な指導を進めるため、学年ご

との年間指導計画を作成し、食に関する指導を行う時期や、関連教科等を明確にし、全

教職員での取り組みを進めています。 

○ 食に関する指導計画の作成・改善  

全校園で「食に関

する指導計画」につ

いての共通理解が図

られており、子ども

の食の実態に応じた

改善が行われていま

す。 

○ 栄養教諭・学校栄養職員等による食育の推進 

食に関する授業を行うことによる食育の推進を目指しています。小中学校では、栄養

教諭等の参画が図られ、各学年の教科と関連した食育の授業が実践されています。 

栄養教諭等の専門性を生かした健康指導や食に関する教科等での指導をさらに充実さ

せることが求められます。 

○ 家庭・地域への啓発・支援  

 学校での食の学びを家庭生活につなげる手立てとして、便りや各校園のホームページ、

取り組み指標 
実績値 

（ 平 成 ２ ５ 年 度 ）  

実績値 

（ 平 成 ２ ６ 年 度 ）  

実績値 

（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）  

目標値 目標値 目標値 目標値 

（平成２７年度）（平成２７年度）（平成２７年度）（平成２７年度）    

栄養 教諭等が か

か わ っ た食育 の

授業の実施回数  

（ 授 業 を 行 っ た 学 校 ）  

小  ３９校実施 

中 １３校実施 

（ 授 業 を 行 っ た 学 校 ）  

小  ３８校実施 

中 １４校実施 

（ 授 業 を 行 っ た 学 校 ）  

小学校３８校小学校３８校小学校３８校小学校３８校    

中学校１９校中学校１９校中学校１９校中学校１９校    

全校で各２回全校で各２回全校で各２回全校で各２回

以上 以上 以上 以上 

 
幼（23 園） 小（38 校） 中（22 校） 

H26 H26 H26 H26 H2７H2７H2７H2７    H26 H26 H26 H26 H2７H2７H2７H2７    H26 H26 H26 H26 H2７H2７H2７H2７    

共通理解を図っ

ている学校・園  

23 園23 園23 園23 園    23 園23 園23 園23 園    38 校38 校38 校38 校    38 校38 校38 校38 校    22 校22 校22 校22 校     22 校22 校22 校22 校     

100%100%100%100%    100%100%100%100%    100%100%100%100%    100%100%100%100%    100%100%100%100%    100%100%100%100%    

改善が行われて

いる学校・園  

23 園23 園23 園23 園    23 園23 園23 園23 園    38 校38 校38 校38 校    38 校38 校38 校38 校    22 校22 校22 校22 校    22 校22 校22 校22 校    

100%100%100%100%    100%100%100%100%    100%100%100%100%    100%100%100%100%    100%100%100%100%    100%100%100%100%    
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学校保健委員会等を通じて保護者への啓発を図っています。子どもの食の実態を細かに

把握し、各校園で内容に応じた個別相談・指導を行っています。 

 また、栽培活動や地場産物の学習等を通じて、地域と連携したり、生産者と交流した

りしています。幼小では、さまざまな体験活動が積極的に行われ、豊かな心の育成を目

指す基礎的な取り組みとなっています。 

◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 

○ 就学前から中学校へ、一貫性・系統性のある指導を展開することができるよう、幼小

中が連携し、食に関する指導の全体計画を作成します。また、全体計画を踏まえた学年

ごとの年間指導計画に沿って、継続的な食の指導を実践し、年間を通した指導の充実を

図ります。 

○ 栄養教諭等との連携をさらに深め、児童生徒の食の実態に応じた授業づくりを進めま

す。また、食育担当者研修会や学びの一体化研修会等で他校園との実践交流を行い、自

校園の食の指導の充実を図ります。 

○ 栽培し収穫したものを味わう喜びや感謝の心、地域への愛着を育むため、体験活動や

地場産物の生産者との交流等をさらに進めます。また、家族などと食事を共にする『共

食』を通じた子どもへの食育推進の啓発および支援を行います。 

◆ 主な取り組み状況 ◆ 主な取り組み状況 ◆ 主な取り組み状況 ◆ 主な取り組み状況 

○ 幼稚園  

地域性を生かした栽培・収穫などの体験活動が地域の方

の協力を得ながら各園で実践されています。また、家庭と

連携し、家庭弁当、デリバリー給食を通して食への関心を

持たせ、おいしく、楽しく食べる経験を大切にしています。

小学校への接続を意識した学校との連携による食の体験活

動の取り組みも行っています。 

○ 小学校 

  地域性を生かし、発達段階に応じた食の指導が行われて

います。学校給食の献立を活用し、毎月設定されている「み

え地物一番給食の日」には、地場産物に感心を持つことの

できる機会となっています。また、「四日市ふるさと給食の

日」には、地元野菜の生産者との学習・交流会を実施して

います。生産者に野菜づくりについて教わったあと、その

野菜を使った給食を生産者と一緒に食べることで、食を楽

しみ、感謝の心を育むことをねらいとしています。 

○ 中学校 

 自分の体の成長に関心を持ち、食の大切さの理解を深め

るとともに、将来に向けた食生活の自立と充実を目的とし

た取り組みが進められています。正しく食を選択して調理

する体験活動の他に、勉強や部活動で睡眠不足になりがち

な中学生の食生活を整える実践や、食生活を改善して病気

にならない体づくりをする実践が各校で進められています。 
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４ 学校給食 

◆ ねらい  ◆ ねらい  ◆ ねらい  ◆ ねらい  

学 校給食で は 、 成長期に あ る児童生徒にバラン ス の と れ た栄養豊 か な食事 を 提供す

る こ と に よ り 、心身 の 健 全 な発達を図っ て い ま す 。 ま た 、食に 関 す る 正 し い 理 解 と 適

切 な 判 断 力 を養う な ど 、 学 校 に お け る食に 関 す る 指 導 の 充 実 に 資 す る こ と を め ざ し て

い ま す 。  

◆ 現状と課題◆ 現状と課題◆ 現状と課題◆ 現状と課題      

○  幼稚園で は 、 平 成 ２０年 ６ 月 か らデリバリー 方式の給食を週１回程度 、 平 成  

２ ３ 年 ４ 月 か ら は週２回程度 実施し て い ま す 。  

○  小 学 校給食の 主食は、米飯を週３回、パンを週２回実施しています。米飯には四日

市産特別栽培米（減農薬・減化学肥料で栽培された米）を、パンには県内産小麦粉を

３０％使用しています。また、牛乳は三 重県産の 生乳で作ら れ る低温殺菌牛乳を使

用 し て い ま す 。  

副食は 、「 み え地物一番給食の 日 」や「 四 日 市ふる さ

と給食の 日 」 を 中心に 、旬の も の で地場産物を優先的

に使用 す るほか 、 日 本 の伝統料理 や郷土料理 を 取 り入

れ て い ま す 。 ま た 、地産地消の観点か ら 、 生産農家 を

招待し た交流給食も 実施し て い ま す 。 さ ら に外で食べ

る弁当メニュー や 、 学 校給食週間メニュー 、 ６ 年 生 対

象 の卒業祝膳会メニュー な ど 、特色を も たせて い ま す 。 

衛生 管 理面で は給食室の ドライ 運 用 を図り な が ら 、衛生 管 理 の 充 実 及 び食中毒

防止に 努 め て い ま す 。 ま た 、施設面 で は給食室内 を汚染区域と 非汚染区域 に 部屋

分 け す る こ と で衛生 管 理 を よ り徹底で き る よ う 、衛生 改 修 を順次行 っ て い ま す 。  

食物アレルギー 対 応 に つ い て は 、食物アレルギー 対 応 を 踏ま え た献立 内 容 の 工

夫 を 行 う と と も に 、 調 理 員 対 象 に 研 修 を 行 い 、 各 学 校 で 適 切 な 対 応 が 行 え る よ う

努 め て い ま す 。  

○  中 学 校 で は 、 平 成 ２ ４ 年 度 か ら民間 業 者 を 活 用 し たデリバリー 方式の給食と 家

庭弁当 と の選択制に よ る完全給食を 実施し て い ま す 。 中 学 校給食で は 、 教 育委 員

会 の栄養士が 、 生徒が 考案し た メニュー や 人気の あ る メニュー を と り入 れ 、栄養

バラン ス の と れ た献立作成 を 行 い 、 よ り一層の 内 容 の 充 実 を図っ て い ま す 。  

 

  ＜ 学 校 給 食 の 概 要 ＞    ＜ 学 校 給 食 の 概 要 ＞    ＜ 学 校 給 食 の 概 要 ＞    ＜ 学 校 給 食 の 概 要 ＞                  

区分 小学校 中学校 

実施校数 38 校 22 校 

対象人員 16,513 人 8,828 人 

年実施予定回数 189 回 180 回 

給食費 
高学年 月額 4,300 円 

 1 食 300 円 
低学年 月額 4,100 円 

    

（平成 27 年 5 月 1 日現在） 

【小学校】給食 【小学校】給食 【小学校】給食 【小学校】給食 

【生産農家との交流給食】【生産農家との交流給食】【生産農家との交流給食】【生産農家との交流給食】    
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＜小学校給食費内訳（低学年・高学年平均）＞＜小学校給食費内訳（低学年・高学年平均）＞＜小学校給食費内訳（低学年・高学年平均）＞＜小学校給食費内訳（低学年・高学年平均）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

    

＜児童・生徒 1 人 1 回当りの学校給食摂取基準＞＜児童・生徒 1 人 1 回当りの学校給食摂取基準＞＜児童・生徒 1 人 1 回当りの学校給食摂取基準＞＜児童・生徒 1 人 1 回当りの学校給食摂取基準＞（平成 2５年４月１日文部科学省の基準改正）  

 

 

◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 

○  学 校給食の 充 実 に つ い て  

学 校給食の食事 内 容 の 充 実 を図る と と も に 、 学 校給食を 「 生 き た 教材」 と 位 置

づ け 、食べ物を大切 に し 、 自 分 で 自 分 の食生 活 が 考 え ら れ る子ど も を 育 成 し て い

き ま す 。  

○  食物アレルギー 等への 対 応 に つ い て  

増え る傾向 に あ る食物アレルギー児童に 対 し て 、 対 応マニュアルに 基 づ い て 、

学 校 と 家 庭 が連絡を 取 り 合 い 、 安 全 に除去食対 応 が で き る よ う 努 め て い き ま す 。  

○  地産地消の推進 に つ い て  

生産農家 、青果物納入業 者 、 関係団 体 及 び 、 市 の 関係機関 と連携し 、 学 校給食

に お け る地元産青果物の 活 用 や 、 四 日 市産・ 三 重県産の食材を多く 取 り入れ た献

立 の作成 な ど地産地消の 取 り 組 み を さ ら に 充 実 させて い き ま す 。  

○  学 校給食業務の 運営の 合 理 化 に つ い て  

自 校 調 理 方式の衛生面 、 教 育 的 効 果 等 の よ さ を 生 か し な が ら 、 コ ス ト を押さ え

る た め 「 な か よ し給食」 を継続し ま す 。 ま た 、 調 理 業務民間委託を 平 成 ２ ７ 年 度

末現在１ ３ 校 で 実施し て い ま す 。 こ れ ら の円滑な 運 用 を図り 、 安 定 し た給食の 提

供を確保 す る と と も に 、 合 理 化 を 進 め ま す 。  

○  今後の 中 学 校給食に つ い て  

中 学 校給食検討会 の 提言を 尊 重 し 、 現 行 の 中 学 校給食の献立 内 容 やシステム の

改 善 を図る と と も に 、食に 関 す る 指 導 を継続的 ・ 計 画 的 に 行 え る よ う 、 全 員喫食

を前提 と し た食缶方式の 導入を目指 し ま す 。  

  

主食 
米飯 63 円 09 銭  

主食平均 58 円 16 銭 
パン 53 円 22 銭  

牛 乳 47 円 30 銭 

副食 
米飯用 134 円 05 銭 

副食平均 138 円 98 銭 
パン用 143 円 92 銭 

１食当たり 244 円 44 銭 

 エネルギー

（kcal） 

蛋白質 

（ｇ） 

脂肪 

（ｇ） 

食塩相当量 

（ｇ） 

カルシウム 

（mg） 

鉄 

(mg) 

亜鉛 

(mg) 

小学校 ６４０ ２４ エネルギーの 

25%～30% 

２.５未満 ３５０ ３.０ ２ 

中学校 ８２０ ３０ ３.０未満 ４５０ ４.０ ３ 

 ビタミンＡ 

（μgRE） 

ビタミン B
1

 

(mg) 

ビタミン B
2

 

(mg) 

ビタミン C 

(mg) 

食物繊維

（ｇ） 

マグネシウム 

(mg) 

小学校 １７０ ０.４ ０.４ ２０ ５.０ ８０ 

中学校 ３００ ０.５ ０.６ ３５ ６.５ １４０ 

【中学校】デリバリー方式の給食 【中学校】デリバリー方式の給食 【中学校】デリバリー方式の給食 【中学校】デリバリー方式の給食 
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2373

2307

2271

2300
2317

2200

2250

2300

2350

2400

H23 H24 H25 H26 H27

件数件数件数件数 学校事故件数の推移学校事故件数の推移学校事故件数の推移学校事故件数の推移

５ 安全教育の推進  

◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい 

自他の生命の尊重を基盤とし、自ら安全に行動し、他の人や社会の安全に貢献できる

資質や能力を高めるとともに、積極的に安全な環境づくりができる子どもに育てます。 

    

◆ 現状と課題  ◆ 現状と課題  ◆ 現状と課題  ◆ 現状と課題  
・ すべての小中学校において、学校安全目標や学校安全に関する各種計画を策定し、

毎年、見直しを行っています。 

・ 教育活動全体を通して、地震や津波等の災害に関する知識を学ぶだけでなく、様々

なケースを想定した防犯・防災教室を実施し、実践力を育むための体験活動等を取り

入れています。また、家庭や地域、関係機関等と連携したりしながら、安全学習や安

全指導を実施しています。 

・ 「何を知っているか」のみならず、「何ができるか」を判断することが、これらの子

どもたちに必要な力として求められています。そのため、子どもたちに生涯にわたっ

て、危険を予測し、自他の安全に配慮して行動したり、自らの危険な環境を改善した

りする力、災害に対して適切に対応できる力を育てていく必要があります。 

・ 災害や不慮の事故が発生したとき、混乱することなく迅速かつ的確に対応できえる

よう、危機管理の徹底と訓練・研修の充実を図っています。 

    

①①①①      生 活 安 全 に つ い て   生 活 安 全 に つ い て   生 活 安 全 に つ い て   生 活 安 全 に つ い て  

○   学 校 事 故 の 状 況   学 校 事 故 の 状 況   学 校 事 故 の 状 況   学 校 事 故 の 状 況  

・ 学校事故の件数は平成２３年度をピークに減少傾向にありましたが、平成２５年

度は２２７１件、２６年度は２３００件、２７年度は２３１７件と増加に転じてい

ます。 

・ 場所別の事故発生状況は、校舎内 （ 体 育館を 含む ） で の 事故が ４ ８％を占め 、

校舎外の 運 動 場 ・ 校 庭 で の 事故は 全 体 の ３ ６％を占め て い ま す 。  

取り組み指標 
実績値 

（ 平 成 ２ ５ 年 度 ）  

実績値 

（ 平 成 ２ ６ 年 度 ）  

実績値 

（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）  

目標値 目標値 目標値 目標値 

（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）     

交 通 安 全 教 室 、防 犯 教 室 (訓 練 )、防

災 訓 練 の い ず れ か を 保 護 者 地 域 と

協 働 し て 実 施 し た 学 校 の 割 合  

８８．５％ ９０．０％ ９１．７％ ８０% ８０% ８０% ８０% 

校舎内

1105件

48%
校舎外

842件

36%

学校外

370件

16%

場所別発生件数（小・中 2317件）
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 防 犯 訓 練 ・ 教 室 の
実 施  

（ 児 童 生 徒 対 象 ）  

防 犯 訓 練 ・ 教 室 の
実 施  

（ 教 職 員 対 象 ）  

小学校 ２９  １３ 

中学校 ８  １ 

 

＜場所別・場合別発生件数＞：平 成 ２ ７ 年 度 日 本 ス ポ ー ツ 振 興 セ ン タ ー に 報 告 し た 事 故  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・  小 ・中 学 校 と も ２番目に多か っ た の は 、各 教 科 等 の 授 業 中 の 事故で 、中 で も

体 育 科 ・ 保 健 体 育 科 の 授 業 に お け る 事故が大半を占め て い ま す 。  

    

○  防 犯 に 係 る 取 り 組 み 状 況       ○  防 犯 に 係 る 取 り 組 み 状 況       ○  防 犯 に 係 る 取 り 組 み 状 況       ○  防 犯 に 係 る 取 り 組 み 状 況       防犯訓練・ 教室の 実施状 況 （ 実施校 数 ）  

・  防犯訓練（不審者侵入対 応訓    

練）・防犯教室の 実施に あ た っ て   

は 、警察等 と連携し 、 実施し て  

い る 学 校 も あ り ま す 。  

 ・  「子ど も を犯罪か ら守る情報  

交換データベー ス 」 に よ っ て不   

審者情報等 を 共有し 、防犯の 指  

導 に 生 か し て い ま す 。     

・  緊急な情報共有が必要な 場 合 は 、 四 日 市 市 学 校 ・園情報メール配信システム

（ すぐメール） に よ り情報 を 保 護 者 な ど の 関係者 に配信し 、子ど も の 安 全啓発

に 努 め て い ま す 。  

    

②  交 通 安 全 に つ い て  ②  交 通 安 全 に つ い て  ②  交 通 安 全 に つ い て  ②  交 通 安 全 に つ い て  

○  交 通 事 故 の 状 況  ○  交 通 事 故 の 状 況  ○  交 通 事 故 の 状 況  ○  交 通 事 故 の 状 況  

・ 平 成 ２ ７ 年 度 に発生 し た交通     
事故は １ ２９件と昨年 度比で  
１ ３件減少し ま し た 。学 校 で の  
指 導だけ で は な く 、家 庭 ・地域  
と連携し た 指 導 が必要で す 。  

 

・ 場 合別の発生 状 況 は 、課外活 動 中 の 事

故が ３ ４％と最も多く 、続い て休憩時間

中 の 事故が ２ ４％、各 教 科 等 の 授 業 中 の

事故が ２ １％で し た 。  

・ 小・中 学 校別に見て み る と 、小 学 校 で

は 休憩時 間 中 の 事故が ４ ５％で 最 も 多

く 、中 学 校 で は 課外活 動 中（※大半が 運

動部活 動 中 ）の 事故が ６０％で最も多い

結 果 と な り ま し た 。  

149

121

130
126

146

119

141

110

142
129

0

50

100

150

200

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

10年間の交通事故発生件数の推移

課外活動

777件

60%

各教科等

325件

25%

休憩時間

98件

7%

通学中

55件

4%

学校行事

53件

4%

特別活動

24件

2%

場合別発生件数（中学校 １３３２件）

休憩時間

442件

45%
各教科等

303件

31%

通学中

125件

13%

特別活動

80件

8%

学校行事

32件

3%

課外活動

3件

0%

場合別発生件数（小学校 985 件）

課外活動

780件

34%

各教科等

628件

27%

休憩時間

540件

23%

通学中

180件

8%

特別活動

104件

4%

学校行事

85件

4%

場合別発生件数（小・中 2317 件）
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・  月別発生件数 で は 、 学 校 生 活 に   

慣れ始め た時期や 日没が早く な る  

１０月 に多 く な る傾向 が あ り ま す 。 

・  事故発 生 時間帯は 、 下 校 時刻と

重 な る午後 ４ 時ごろか ら午後 ６ 時

ごろ が 最 も 多 く 、 続い て 、 登 校 時

間帯と な る午前 ７ 時ごろ か ら午前

8 時ごろが多く な っ て い ま す 。  

・   子 ど も や 地域 の 実 情 に 応 じ 、 年

間 を 見 据 え た 安 全 指 導 や注意 喚

起が必要で す 。  

・  学 年別発生 人 数 で は 、多く の 中 学 校 で 自転車通学 の始ま る 中 学 校 1 年 生 が最も多

く 、年 度初め に「 自転車の乗り 方 」も含め た交通安 全 指 導 を 行 う必要が あ り ま す 。  
・  場 合別発生件数 に お い て も 、 自転車乗車中 の件数 が  

 全 体 の ６９％を占め て お り 、「 自転車の乗り 方 ５原  

 則」 の 指 導 を繰り返す必要が あ り ま す 。  

①  自 転車は 、車道 が原則、歩道 は 例 外 （ １ ３歳未

満は歩道通行可）  

②  車道で は左側を通行  

③  歩道で は歩行 者優先で 、車道寄り を徐行  

④  安 全 ルー ルを守る （二人乗 り ・並進 の禁止、夜     

間 は ラ イ ト 点灯、交差点 で の 信号遵守と 一 時停

止・ 安 全確認 ）  

⑤  ヘルメット 着 用  
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33

15
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0
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40

小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３

学年別発生件数（1２９件）

・  事 故 原 因 は 、 自 転 車 乗                                                                                                   

車中 の「路上通行不注意 」「飛

び出 し 」 の件 数 が大半を占め

ま し た 。路地 を横切 る時 に 人

や車が出て く る か も 知 れ な い

と い う危険予測能 力 の 育 成 が

必要不可欠で す 。 合 わせ て 、

交通マナー と し て 、 人 と す れ

違う 時に スピードを落と す 、

自転車を降り て歩く 等 、「 他 者

への 思い や り の心」 を 育 む 指

導 が必要で す 。  

11
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事故原因（１２９件）
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待

機

中

同

乗

中

歩行中 自転車乗車中 その他

自転車

乗車中

69%

歩行中

27%

その他

4%

場合別発生件数（１２９件）
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避難訓練の様子 

防災ノート 

 

○  交 通 安 全 教 室 の 実 施 状 況  ○  交 通 安 全 教 室 の 実 施 状 況  ○  交 通 安 全 教 室 の 実 施 状 況  ○  交 通 安 全 教 室 の 実 施 状 況  

※その他は 、複数 学 年 、地域別、 保 護 者 を含む 内容で の 実 施 。  

・  各 校 で は 、交通安 全 教 育 を 年 間 指 導 計 画 に 位 置 づ け て い ま す 。特に 、 各警察署

及び各地区交通安全協会、三重県交通安全協会、四日市市交通安全協議会、自動車学

校等の関係機関と連携し 、 体 験 活 動 を 重視し な が ら 「交通安 全 教室」 の 取 り 組 み

を 進 め て い ま す 。  

 

③  災 害 安 全 に つ い て  ③  災 害 安 全 に つ い て  ③  災 害 安 全 に つ い て  ③  災 害 安 全 に つ い て  

○  防 災 に 係 る 取 り 組 み  防 災 に 係 る 取 り 組 み  防 災 に 係 る 取 り 組 み  防 災 に 係 る 取 り 組 み  

・ 平成 27 年４月、本市の学校における防災教育及

び防災対策の充実を目指し、「四日市市学校防災対

策ガイドライン」を策定しました。 

・   す べ て の 学 校・園に お い て 、本ガイドライ ン に

基 づ き 「 学 校 ・園防災マニュアル」「防災教 育 年

間 計 画 」 を作成 し て い ま す 。  

・  「防災教育年間計画」には、普段の学習指導の中

で の防災に つ な が る 学 習 や避難訓練な ど を 年 間 指

導として位置づけています。 

・   「 学 校・園防災マニュアル」に は 、災害発生時に迅速で的確な行動ができるよう、

教職員の役割分担や避難経路図（地震発生時と津波警報発令時）、地震発生時に「だ

れ が 」「 ど の よ う な避難行 動 を と る か 」を明記 し た緊急対 応図等 を 示 し て い ま す 。

さ ら に 、災害時に お け る 適 切 な 対 応 に備え 、学 校 が避難所に な っ た際の役割な ど

を 示 し て い ま す 。  

○  児 童 生 徒 を 対 象 に し た 防 災 学 習 の 取 り 組 み  ○  児 童 生 徒 を 対 象 に し た 防 災 学 習 の 取 り 組 み  ○  児 童 生 徒 を 対 象 に し た 防 災 学 習 の 取 り 組 み  ○  児 童 生 徒 を 対 象 に し た 防 災 学 習 の 取 り 組 み  

・  す べ て の 学 校 に お い て 、避難訓練の前後に登下 校 中 も含め た避難時の心構え や

行 動 等 に つ い て 指 導 を し て い ま す 。  

・  「防災教 育 年 間 計 画 」 を も と に 、 教

科 に お い て も 、災害や防災に つ い て の

基 礎 的 事項 を 指 導 し て い ま す 。 た と え

ば小 学 校 ４ 年 生 社 会 で の 「 安 全 な く ら

し を守る 」、中 学 校 社 会 で の「 自 然災害」

や 理 科 で の 「火山と地震」 な ど 、防災

教 育 に つ な が る 内 容 が あ り 、総合 的 な

学 習 の 時間 も 関連 させ な が ら 、 各 学 校

の 実態に 合 わせて 取 り 組 ん で い ま す 。  

・ 三 重県教 育委員 会作成 の「防災ノー ト 」

 
実施  

校 数  

実施対象別校数 主な実施内容 

全校 学 年別  その他 

シミュレーター を使った 正 し い自転車

の乗り方や正しい歩き方の実技体験、腹

話術を使った講話等。  

小学校

（38 校） 
３ ７  １ ３  １８  ６  

中学校 

（22 校） 
１ ３  ３  ９  １  
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【避難途中の余震への対応訓練】  

を避難訓練な ど の 事前・事後の 学 習 教材と し て 活

用 し 、子ど も と 保 護 者 が 家 庭 の防災対 策 に 取 り 組

む こ と が で き る よ う に 指 導 し て い ま す 。  

・ 市危機管 理室作成 の「 家族防災手帳」も 活 用 し

て 、通学路や 家 の 中 で災害が起き た 場 合 の危険を

認 識 し 、日常的 な備え の必要性 を啓発し て い ま す 。 

    

・  す べ て の 学 校 で 、消防本部と連携し た防火教   

室（ 小 学 校 ）・防災教室（ 中 学 校 ） を 実施し て  

い ま す 。  

・  防火教室で は 、火事 ・煙の お そろし さ や 対 応   

の仕方 な ど 体 験 を通し て 学 ん で い ま す 。  

・ 防災教室で は 、災害時の 自 分 の命を守る 行 動  

に つ い て 学 んだり 、災害の際の手当 の仕方 や傷  

つ い た 方 の搬送の仕方など実技を通して学んだ  

りしています。 

    

○  避 難 ・ 防 災 訓 練 に 係 る 取 り 組 み 状 況 （ 実 施 校 数 ）  ○  避 難 ・ 防 災 訓 練 に 係 る 取 り 組 み 状 況 （ 実 施 校 数 ）  ○  避 難 ・ 防 災 訓 練 に 係 る 取 り 組 み 状 況 （ 実 施 校 数 ）  ○  避 難 ・ 防 災 訓 練 に 係 る 取 り 組 み 状 況 （ 実 施 校 数 ）  

 
 防災（地震・火災）

訓練 

地域と連携 

防災の学習 防災訓練 
防災に関する 
話し合い 

小学校（３８校） ３８校 ２３校 ２６校 ７校 

中学校（２２校） ２２校 １２校 １４校 ９校 

 

・  各 学 校 で 、大地震発生後、停電に よ り

校 内放送機器が使う こ と が で き な い と

い っ た想定 の訓練や 、津波警報発令が出

た こ と を想定 し た訓練な ど 、様々な想定

を し た訓練が 行 わ れ て い ま す 。こ の よ う

な訓練の経験 を 積 む こ と に よ っ て 、ど の

よ う な 状 況 で も 、子ど も た ち が「 自 分 の

命は 自 分 で守る 」「 自 分 の 判 断 で 主 体 的

に危険を 予測し 、回避し て 行 動 す る 」と

い う こ と が で き る よ う に 指 導 し て い ま

す 。  

・   沿岸部の 学 校 で は 、近隣の 学 校・園が

合同で津波を 想 定 し た避難訓練を 行 っ

て い ま す 。小 学 生 が園児に 対 し て 、避難

す る と き の約束を 教 え な が ら 、決 め ら れ て い る避難経路に沿っ て誘導 し て い ま す 。

こ の よ う 取 り 組 み は 、沿岸部を 中心に広が っ て い ま す 。  

 

 

 

家庭防災手帳  

防火・防災教室の様子 
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【幼小合同の津波避難】  

体育館での土鍋体験 

 

【地域の防災訓練の様子】  

・   学 校 で は 、地域と連携し た避難・防災訓

練を 実施し て い ま す 。あ る 中 学 校 で は 、学

校 に避難し て き た お 年寄り の 方 な ど を 中

学 生 が避難誘導 す る な ど 、地域と連携し た

訓練が 行 わ れ て い ま す 。こ の よ う な訓練で

は 、中 学 生 が お 年寄り の 方 に 合 わせて階段

を登る 等 、体 験 の 中 で多く の こ と を 学 ん で

い ま す 。  

 

・   地 域 の防災組 織 や防災ボラ ン ティア 等

と連携し た防災訓練、防災学 習 を 行 う 中 学

校 が増え て い ま す 。中 学 生 は地域防災の 担

い手と し て期待さ れ て い る こ と か ら 、地域

の防災訓練に 参 加 し 、災害対 策 本部の 開設

の手伝い や 間仕切 り の設置 、水や配給物資

と い っ た 重 い荷物の 運搬な ど 、地域の一員

と し て 自 分 た ち に で き る こ と を 学 ん で い

ま す 。  

 

・  小 学 校 で は 、地域の防災コーディネータ

ー と連携し た防災訓練、土鍋を使った炊き出

し体験学習が行われています。平成２７年度

は 、 市 内 の 小 学 校 １８校 で 実施さ れ ま し た 。

この取り組みでは、防災を体験的に学習する

ことを大切にしています。さらに、子どもたちに災害のイメージや減災への創造力を

培い、自分を守る力と生きる力、助け合う力を身につけられるように指導しています。 

    

○ 教職員研修の取り組み ○ 教職員研修の取り組み ○ 教職員研修の取り組み ○ 教職員研修の取り組み 

・  平 成 ２ ７ 年 ７ 月 に 、 学 校 安 全 ・防災担 当

者 研 修 会 を 開 催 し ま し た 。市危機管 理室と

連携し て 、災害発生時を想定 し 、避難所で

起 こ る 様々 な 出 来 事 に ど う 対 応 し て い く

か を模擬体 験 す る 図上訓練を 行 い ま し た 。

さ ま ざ ま な 状 況 に 応 じ た 対 策 を 日頃か ら

確認 、共有し て お く必要性 を再確認 す る機

会 と な り ま し た 。  

 

◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 

○  危険予測能 力 の 向 上 を目指 し 、子ど も の 実態や地域の 状 況 に 応じて 、 関係機関

と連携し な が ら 体 験 活 動 を 生 か し た 安 全 教 育 の 充 実 を図り ま す 。 ま た 、 日頃か ら

身 の回り の 安 全 に 対 す る 意 識 を 高 め 、 各 教 科 ・道徳・特別活 動 ・総合 的 な 学 習 の

時間 等 と の 関連を図り な が ら 、 そ の 問 題 解 決 に 向 け て 取 り 組 む 力 を 育 む 授 業 な ど

を 行 い 、 安 全 意 識 の 高揚を図り ま す 。  
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○  自 校 の 重大事故や 「 ヒヤリ・ハッ ト 体 験 」 を 分 析 し 、 共通理 解 を図っ た 安 全 指

導 を 実施し ま す 。  

〇  不慮の 事故が発生 し た 場 合 、混乱せず迅速か つ 的確な 対 応 が で き る よ う 、「 学 校

に お け る児童生徒の 事故発生時等 、緊急時の 基 本 的 な 対 応図」 や危機管 理マニュ

アルな ど を も と に し た危機管 理 体制の確立 と緊急時（ 学 校 事故発生時や子ど も の

所在が不明と な っ た時な ど ） を想定 し たシミュレーション を 実施し 、 全 教 職 員 の

共通理 解 と協力 の 下 、 組織的 に 対 応 で き る 体制を確立 し ま す 。  

○  不審者 の 校 内侵入や不審者 に よ る声か け 、連れ去りへの 対 応 、子ど も や地域の

実情に 応じて 、様々な 場面を想定 し た 対 応 に つ い て 、子ど も た ちへの 理 解 を深め

ま す 。  

○ 関係機関と連携した体験的な学習を通じて、子ども自身が様々な危険を予測し、そ

れを回避できるようになるための交通安全教育を推進します。 

○ 今後も防災教育年間計画にもとづき、教育活動全体をとおした防災教育を進めます。

また、定期的に「学校・園防災マニュアル」を見直し、災害発生時に迅速で的確な行

動がとれるよう改善に努めます。 

○ 三重県教育委員会作成の「防災ノート」や市危機管理室作成の「家族防災手帳」を

有効利用し、保護者と一緒に考えられる機会をつくっていきます。また、幼保小中と

家庭、地域が連携を図り、防災訓練、引き渡し訓練の充実に努めます。 

○ 幼稚園から中学校まで、系統的な防災教育をより一層推進します。特に、中学校で

は、生徒が地域防災の担い手となれるよう、「共助」の意識や実践力を高めていきます。 

○ 防災教育を充実させるためには、教職員の防災教育に関する指導力の向上が必要で

す。そのために、学校安全・防災担当者研修会を開催するとともに、防災に関する基

礎的な知識を取得する機会や情報の提供を積極的に行います。 
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